
次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ 
第１部 学習指導要領等改訂の基本的な方向性 
５．何ができるようになるか －育成を目指す資質・能力－ 

３５～３６ 

（言語能力の育成） 

○ 子供は、乳幼児期から身近な人との関わりや生活の中で言葉を獲得してい

き、発達段階に応じた適切な環境の中で、言語を通じて新たな情報を得たり、

思考・判断・表現したり、他者と関わったりする力を獲得していく。教科書

や教員の説明、様々な資料等から新たな知識を得たり、事象を観察して必要

な情報を取り出したり、自分の考えをまとめたり、友達の思いを受け止めな

がら自分の思いを伝えたり、学級で目的を共有して協働したりすることがで

きるのも、言葉の役割に負うところが大きい。 

 

○ このように、言葉は、学校という場において子供が行う学習活動を支える

重要な役割を果たすものであり、全ての教科等における資質・能力の育成や

学習の基盤となるものである。したがって、言語能力の向上は、学校におけ

る学びの質や、教育課程全体における資質・能力の育成の在り方に関わる課

題であり、前述１．にあるように、文章で表された情報の的確な理解に課題

があると指摘される中、ますます重視していく必要がある。 

 

○ こうした言語能力の具体的な内容は、別紙２－１のとおり整理できる。特

に、「思考力・判断力・表現力等」や「学びに向かう力・人間性等」を整理

するに当たっては、「創造的・論理的思考」、「感性・情緒」、「他者との

コミュニケーション」の言語能力の三つの側面から言語能力を構成する資

質・能力を捉えている。 

 

○ このように整理された資質・能力を、それが働く過程、つまり、私たちが

認識した情報を基に思考し、思考したものを表現していく過程に沿って整理

すると、別紙２－２のとおりとなる。①テクスト（情報）を理解するための

力が「認識から思考へ」の過程の中で、②文章や発話により表現するための

力が「思考から表現へ」の過程の中で働いている。 

 

○ 言語能力は、こうした言語能力が働く過程を、発達段階に応じた適切な言

語活動を通じて繰り返すことによって育まれる。言語活動については、現行の

学習指導要領の下、全ての教科等において重視し、その充実を図ってきたとこ

ろであるが、今後、全ての教科等の学習の基盤である言語能力を向上させる観

点から、より一層の充実を図ることが必要不可欠である。 

 

○ 特に言葉を直接の学習対象とする国語教育及び外国語教育の果たすべき役

割は極めて大きい。言語能力を構成する資質・能力やそれらが働く過程、育



次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ 
第１部 学習指導要領等改訂の基本的な方向性 
５．何ができるようになるか －育成を目指す資質・能力－ 

３５～３６ 

成の在り方を踏まえながら、国語教育及び外国語教育それぞれにおいて、発

達の段階に応じて育成を目指す資質・能力を明確にし、言語活動を通じた改

善・充実を図ることが重要である。 

 

○ 加えて、国語教育と外国語教育は、学習の対象となる言語は異なるが、と

もに言語能力の向上を目指すものであるため、共通する指導内容や指導方法

を扱う場面がある。別紙２－３のとおり、学習指導要領等に示す指導内容を

適切に連携させたり、各学校において指導内容や指導方法等を効果的に連携

させたりすることによって、外国語教育を通じて国語の特徴に気付いたり、

国語教育を通じて外国語の特徴に気付いたりするなど、言葉の働きや仕組み

などの言語としての共通性や固有の特徴への気付きを促すことを通じて相乗

効果を生み出し、言語能力の効果的な育成につなげていくことが重要である。 

 

○ また、読書は、多くの語彙や多様な表現を通して様々な世界に触れ、これ

を疑似的に体験したり知識を獲得したりして、新たな考え方に出会うことを

可能にする。このため、言語能力を向上させる重要な活動の一つとして、各

学校段階において、読書活動の充実を図っていくことが必要である。 

 

○ こうした改善・充実を踏まえ、学習評価や高等学校・大学の入学者選抜に

おいても、言語活動を通じて身に付いた資質・能力を評価していくようにす

ることが重要である。 










